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　大根占小学校の新しい鉄筋校舎

が完成しました。

　これは危険校舎改築工市として

昨年10弓　工事費960力円で田中

組（鹿児島市）の手て茄工　3月
20日完成したもので　鉄筋コソク

リートニ階建　七教室　延217坪
となつています。

　新しい教室には　4月から56
年生が入り、勉学にいそしんてい
ます。

　なお　354良では継杭してさら
に315坪の工事が予疋されていま
す。

（写真はできあがつた欽筋校舎）
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ク

〃
下
　
ト
仰
田
　
茂
　
新

皆
倉
上
　
牛
飼
　
市
吉
　
再

ク

　
下
　
牛
飼
　
四
郎
　
〃

桜
原

　
　
宮
下
　
正
輝
　
新

神
川
中
原
　
前
園
　
栄
　
新

松
坂
　
　
鮫
島
　
立
見
　
再

毛
下
　
　
毛
下
　
才
二
　
新

笹
原

　
馬
込
武
男
　
”

人

歩

き
は
や
め
ま

　
し
よ
」
つ

　
痴

か
ん

は

女
の
一
入

ル
き
を
ね
ら
い
ま
す
。

暗
が
り
の
九
道
よ
り
明

る
い
遠
廻
り
道
を
歩
く

方
が
安
全
で
す
。

一一・ 大根

厚岩命協牧宿才落尺〃笑段隅ノく壱安白〃池半
k元師酬剛樹；謬水」V“e　lll！　iii
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．
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〃

単
独
移
住
の
早
道
〃

卸
躰
励
飾
開
択
講
習
所
の
利
用

　
現
在
ま
で
’
単
独
移
住
と

云
え
ば
’
県
の
拓
殖
講
習
所

で
一
年
内
外
の
講
習
を
受
け

な
け
れ
ぽ
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
単
独
移

住
の

道
が
、
容
易
に
開
け
な

い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
が

、

こ
の
日
本
力
行
海
外
協
会

を
利
用
す

る
と
、
満
二
十
六

才
ま
で
は
資
格
が
あ
り
、
移

住
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お

　
　

り
ま
す
。

　
　

力
行
海
外
協

　
　

会
と
は
’
単

内　　
独
希
望
者
を

て

い
る
も
の
で
、

事
の
内
容
は
、

ル
移
住
と
、

ま
せ
ん
。

県

と
し
て
は
、
力
行
海
外
協

会
を
通
ず

る
募
集
は
’
行
っ

て

い
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
’

県
の
海
外
協
会
を

通
じ
、
あ

っ

せ
ん
選
考
を

行
っ
て
い
る

も
の
で
、
単
独
移
住
を
志
す

も
の
に
と
つ
て
は
、
最
も
早

　
　

て
力
行
会
員

　
　

）
が
組
織
し

　
　
　

条
件
、
仕

　
　
　
l
般
プ
ラ
ジ

　
　
少
し
も
か
わ
り

道
で
す
。
応
募
資
格
は
次
の

と
お
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一、

年
令
は
満
1
1
十
一
才
以

　
上
’
二
十
六
才
ま
で
の
、

　
単
身
青
年

（
た
だ

し
、
事

　
情
あ
る
も
の
は
二
十
七
、

　
八
才
ま
で
は
よ
い
）

二
、
健
康
で
、
永
住
を
覚
悟

　
す
る
も
の
。

三
、
農
家
出
身
で
、
農
業
に

　
熟
心
な
も
の
。

四
’
諸
経
費
と
し
て
、
最
低

　
五
万
円
の
負
担
が
で
き
る

　
も
の
と
な
っ
て
お
り
，
こ

　
の
経
費
の
内
訳
は
，

1
、
南
米
開
択
講
習
所
入
所

　
　

料
F
r
i
’
O
O
O
円

2
、
財
団
維
持
会
員
費
（
一

　

ケ
年
分
）
l
1
’
O
O
O
円

3
、
授
業
料
（
三
ケ
月
分
）

　

七
’
五
O
O
円

4
’
受
請
中
の
食
費
寮
費
（
三

ケ

月
分
）
二
一
、
o
o
O
円

5
’
教
科
書
代
な
ど

　

二
、
四
七
五
円

6
、
渡
航
書
類
、
交
通
、
通

　

信
費
等
三
、
五
〇
〇
円

7
’
健
康
証
明
書
替
料

　

　
1
’
O
O
O
円

8
、
旅
券
費

　

二
、
三
二
五
円

9
’
在
所
中
の
小
遣
、
交
通

　

費
三
、
○
○
○
円

1
’
横
浜
出
帆
の
時
の
雑
費

　

　
1
’
O
O
O
円

1
1
、
船
中
の
小
遣

　
　
一
、
二
〇
〇
円

　
合
計
　
五

〇
、
o
o
O
円

右
五
万
円
は
’
最
低
の
経
費

で
1
応
’
渡
航
か
ら
上
陸
迄

の
準
備
は

こ
れ
て
足
り
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
’
少
な
い
と
思
わ

れ

る
方
は
，
小
遣
等
で
’
そ

の
他
は
，
何
等
心
配
は
あ
り

ま
せ
ん
。

五
、
こ
の
ほ
か
に
、
二
十
六

　
才
以
上

で
、
農
業
以
外
の

　
職
種
で
移
住
希
望
の
単
独

　
青
年
の
渡
航
の

道
も
開
け

　
て

い

ま
す
。
工
事
技
術
老

　

は
t
技
術
証
明
と
技
術
内

　
容
の
明
細
書
を
つ
け
て
申

　

し
こ
む
こ
と
。

六
、
力
行
海
外
協
会
の
募
集

　
は
毎
月
行
っ
て
お
り
、
採

　
用
人
員
は
二
十
六
人
と
な

　
っ

て

い

ま
す
。
講
習
は
三

　
ヶ

月
分
で
、
講
習
が
終
れ

　

ば
乗
船
す
る
。

以
上
簡
単
で
あ
り
ま
す
が
、

単
独
移
住
に

は
’
こ
ん
な
力

法
も
あ
る
と
云
う
こ
と
を
’

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆

日

◇

団

◎

県
主
催
農
業
関
係

　
　
表
彰
式

　
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
本
町

か
ら
の
受
賞
老
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

△
産
米
売
渡
優
良
生
産
老

　
永
田
　
清
彦
（
鳥
浜
）

　
黒
瀬

　
亀
吉
（
命
苫
）

△
同
指
導
者

鶴
崎
春
吉
（
鳥
井
戸
、
農
委

△
堆
肥
増
産
共
進
会

3
等
、
笹
原
部
落

3
等
、
上
鶴
　
金
助

〃

　
新
原
　
す
み

〃

　
新
小
田
良
秋

〃〃〃

◎

有
機
燐
製
剤
取
扱
指

　

導
者
に
1
1
名
合
格

　

3
月
2
3
日
根
占
町
で
購
習

、

試
験
が
行
わ
れ
た
。

　
合
格
者
次
の
と
お
り

中
村
昭
雄
、
岩
下
次
男
（
山

ノ
ロ
）
徳
永
諭
、
野
間
博
（
神

川
中
）
前
園
哲
夫
（
六
反
田
）

黒
瀬
広
人
（
才
原
）
白
井
太
郎

，

白
井
重
則
（
白
井
）
上
玉
利

△
円
芸
共
進
会
さ
や
え
ん
ど
う
照
司
（
栄
町
）
木
下
登
（
寺
前
）

2
等
、
仮
屋
み
ち
え
（
神
川
）
　
木
原
鋭
男
（
宮
脇
）

◎

三
十

四
年
度
新
農
村
建
設

　
　
　
特
別

助
成
事
業
完
了

九

つ
の
事
業
が
認
可
さ
れ
’

そ
れ
ぐ
地
区
民
の
共
同
作

業

や
、
業
者
の
手
で
工
事
が

進
め

ら
れ
て
い
た
が
’
三
月

＝
L
m
t
T
t
l
l
l
l
l
1
l
t
三
一
l
l
t
l
l
l
m
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三
三
＝
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芸
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＝
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芸
m
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m
t
t
t
t
t
t
m
l
≡
n
s
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s
e
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l
l
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一
一
≡
＝
ロ
一
“
三
一
㊨
l
l
l
l
l
t
t
S
F
M
t
t
l
”
I
I
I
t
l
I
M
I
I
I
l
t
e
t
t
M
l
l
＝
一
l
m
l
一
r
l
l
M
l
t
l
i
t
三
M
I
I
三
三
■
＝
三
≡
二
＝
I
T
三
一
ニ
I
M
I
t
一
I
I
＝
三
三
b
l
T
I
b

今
年
の
重
点
は

青
年
教
育
と
活
動
の
振
興
”
”

　
　
　
　
町
公
民
舘
活
動
の

方
針
決
る

●
ll“

〈
：
：
t

　
町
公
民
舘
で
は
’

昭
和
三
十
五
年
度
の

活
動
方
針
、
事
業
計

画

に

つ
い
て

検
討
中

で
あ
つ
た
が
、
成
案

が

ま
と
ま
っ
た
の
で

、

こ
の
ほ
ど
運
営
審

議
会

で
、
こ
れ
を
決

定
し
た
。
要
旨
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

1
、
地
域
産
業
、
文

　
化
振
興
の
推
進
力

　

と
な
る
青
年
の
教

　
育

と
団
活
動
の
強

3
、
村
作
り
運
動
の
推
進
擦

　
点
で

あ
る
部
落
組
織
の
改
6
、
九
月
○
老
人
の
日
の
行
事
行
事
：
部
藩
で
も
考
え
る

　
善
強
化

と
活
動
の
振
興
を
○
部
落
公
民
舘
長
先
進
地
視
察
○
冬
季
大
学
講
座
1
1
、
二
月

　
推
進
す

る
の
三
点
を
重
点

　
努
力
目
標
と
し
、
こ
れ
を

　
達
成
す

る
た
め
、
次
の
諸

　
事
業
を

行
う

ー
、
四
月

o
青
年
団
幹
部
研
修
会

o
道
義
昂
揚
講
演
会

2
、
五
月

o
母
の

日
の
行
事
…
（
指
定

　

部
落
）

o
部
落
公
民
舘
幹
部
研
修
会

o
婦
人
会
幹
部
研
修
会

3
、
六
月

○
父

の

日
の
行
事
：
・
（
指

　

定
婦
人
会
）

o
青
年

団
ぽ
回
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
ニ
　
　

4
、
七
月
　
　
　
　
O
W
勺
川
滞
巡
川
懇
次
会

○
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
　
○
経
済
講
加
会
男
イ
成
人
）

　
　
行
事
　
5
、
八
月
　
　
　
9
、
－
；
－
l
i
　
l

o
夏
季
大
学
講
座
（
男
子
成
人
）
○
年
末
助
け
合
い
運
動

o
青
年
団
夏
季
幹
部
研
修
会
　
○
勺
末
勺
妬
の
新
生
沽
運
動

○
盆
の
新
生
活
運
動
推
進
　
　
1
0
、
一
月
　
○
成
人
の
日
の

7
、
十
月
　
○
文
化
講
演
会
（

男
子
成
人
）
○
学
校
運
動
会

え
の
参
加
　
8
、
十
一
月

○
話

し
合
い
研
修
会

o
町
駅
伝
大
会

1
2
、
三
月
　
町
公
民
舘
大
会

ま
で
に
全
部
完
了
し
た
。

工
事
の
内
訳
は
次
表
の
と
お

り
　
（
写
真
は
半
下
石
岩
迫

　
　

落
し
の
用
水
路
）

s：e
化
を

図
る

2
’
明
る
い
家
庭
、
住
み
よ

　
い
町
を
作

る
た
め
、
婦
人

　
会
活
勤

と
道
徳
教
育
の
振

　
興
を
期
す
る
。

　事　業　内　仁
iic　litS　v’　LT　t、775m

　〃　　．9SS．70m

唱ノk路70ηz放水路1ケイ1
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　笹

‡
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◎

麦

　
三
月
下
旬
の
降
霜
で
上
方

面

の
麦

は
一
部
寒
害
の
出
て

い

る
も
の
が
あ
る
の
で
牧
穫

の
見
込
み
の

な
い
も
の
は
共

済
組
合
に
連
絡
す

る
と
共
に

技
術
員
と
相
談
し
て
処
理
す

る
。　

ま
た
ウ
ド
ン
粉
病
の
発
生

が
見
受
ら
れ
る
の
で
カ
ラ
セ

ン
剤
を
撒
布
し
て
防
除
す
る

　
早
期
水
稲
苗
゜

代
附
近
で

苗
代
C
業

の
水
の
浸
入
し
｝
作

饗
嘘

で
溝

さ
ら
え
等
⌒
月

適

当
な
処
置
を
5
4

V
．
．
　
V
．
　
．
，
　
N
t
こ
、
t
“

し
て
排
水
を
図
n
三
～
1
－
－
’
－
t
t
t
～
三
〉
・
～
三
（
あ
る
の
で
追

る
こ
と
。

◎
早
期
水
稲

　
三
月
特
集
号
で
詳
し
く
述

ぺ
て

あ
り
ま
す
が
大
部
分
の

も
の
が
除
紙
が
終
つ
て
い
る

の

で
、
昼
間
は
で
き
る
だ
け

浅
水
に
し
地
温
、
水
温
の
上

昇
を

図
り
夜
間
は
や
s
深
水

と
す
る
。
霜
の
恐
れ
の
あ
る

場
合
は
芽
が
全
部
水

に
漬
る

ま
で
水
を
湛
え
る
。

　
苗
代
で
害
虫
（
主
と
し
て

ツ

マ

グ
ロ
ヨ
コ
パ
イ
）
が
発

生
す
る
と
、
萎
縮
病
の
発
生

が
ひ

ど
い
の
で
技
術
員
と
相

談

し
て
｝
斉
駆
除
を
実
施
す

る
。
薬
剤
は
D
D
T
、
マ
ラ

ソ
ン
、
セ
ゴ
ン
剤
等
を
使
い

撤

布
量
を
基
準
ど
お
り
厳
守

し
て
徹
底
し
た
駆
除
を
行
わ

な

い
と
効
果
は
期
待
で
き
な

い
e
　
中

下
旬
に
は
田
植
の
時
期

に
な
り
ま
す
。

な

お

M
年
度
中
の
活
動
実
績

に

よ
り
左
記
の
部
落
公
民
舘

と
団
体
を
表
彰
し
た
。

△
優
良
部
落
公
民
舘

安
水
。
塩
屋
鳥
浜
．
弓
場
下

⑥
優
良
部
落
青
年
団

笹
原
。
協
和
。
城
元
。
半
下
石
。

厚
ケ
瀬
川
南
命
苫

優
良
部
落
婦
人
会

六
反

田
．
木
原
、
半
下
石
c
川

再
塩
屋
ぜ

苗
代
日
数
は
三
十
日
か
ら
三

十
五

日
を
基
準
と
し
て
本
田

の
準
備
を
急
ぐ
こ
と
。
施
肥

、

栽
植
密
度
等
は
三
月
特
集

号
を
参
照

◎

早
期

陸
稲

　
麦
間
作
の

も
の
は
、
で
き

る
だ
け
間
作
期
間
を
二
十
日

以

内
に
と
ど
め
る
よ
う
心
が

け
る
。
麦
は
成
熟
前
五
日
位

前
に
刈
り
取
っ
て
も
牧
穫
に

　

v
－
’
　
”
“
v
t
j
大
し
た
影
響

籔
欝
灌

　
　
－
相
べ
早
期
陸
稲
の

肥
中
耕
等
の
管
理
は
遅
れ
な

い
よ
う
心
が
け
る
。

◎

甘
藷
苗
床

　
催
芽
床
で
芽
が
十
セ

ン

チ

か
ら
十
五
セ
ン
チ
に
の
び
た

ら
移
植
す
る
。
活
着
を
促
す

た

め
、
硫
安
等
の
速
効
性
肥

料
を
水
に
う
す
め
て
灌
水
を

兼
ね
て

追
肥
す

る
。
温
床
伏

込
み
の
も
の
は
床
面
が
乾
燥

し
や
す
い
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な
い
こ
と
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公
民
舘
で
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十
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南
大
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高
校
講
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に
関

係
者
約
二
百
名
を
集
め
て
’

公
民
舘
大
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
部
落
公
民
舘

関
係
者
、
婦
人
会
青
年
団
関

係
者

が
一
堂
に
集
り
、
お
た

が
い
の
運
営
活
動
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況
等
に

つ
い
て
体
験
を
発
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し
合
い
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よ
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落
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。
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こ
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大
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け
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池

田
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区
婦
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田
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区
婦
人
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は
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三
月
三
十
日
池
田
小
講
堂
に

会
員
二
五
〇
名
が
集
り
、
春

季
総
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を
開
催

◎
昭
和
二
十
四
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度
決
算
承

　
認
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昭
和
三
十
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年
度
の
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事
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予
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承
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後
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本
年
度
努
力
目
標
と
し
て
’

堅
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行
す
る
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と
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申
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せ
た
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力
点
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す
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